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豪雪被害、お見舞い申し上げます 
 大晦日から元日にかけての未曽有の降雪は、大山町にも思わぬ被害を

もたらしました。ビニルハウス・畜舎などの農業施設、果樹園、野菜、

家屋、漁船などに前代未聞の被害が出ました。 
 被害を受けられた皆様には心からお見舞い申し上げます。 
 町内の主な被害額は、ビニルハウス・畜舎・果樹等…３億円余、農 

具舎…２千万円、ブロッコリーなどの野菜・家畜など…１億８千万円、合計

５億円余に上りました(1月20日現在)。    これらの緊急支援として、 
農林漁業者向け…撤去・復旧費の 3 分の 1 ずつを県と町で。3 月 31 日まで

に被災証明願いを提出のこと。商工業者向け、集落向けなどの支援もありま

す。詳細は役場総務課へお問い合わせください。 

 日本共産党は、今回の雪害に対して国や県の支援が得られるよう、国会議員(山下よ 

しき参議院議員)や県会議員(錦織陽子)らによる現地調査をし、国や県への働きかけを 

しています。 

 大山町委員会では、1月17日、森田町長へ雪害対策について申し入れをし、次の点 

を要望しました。 

 

①ビニルハウスの撤去・新設をはじめ農業用施設修理への財政的支援に万全を期して

ください。 

 

②被災状況と被災した農業者の要望の把握に万全を期してください。 

 

③被災した農業者の再建までの生活を保障するよう相談体制を充実させてください。 

 

④国による激甚災害指定要件の緩和を強く要望してください。 

 

⑤家屋への改修については、予定されている町独自の「住宅リフォーム助成制度」が 

活用できるよう配慮してください。 

 

⑥倒木の処理については、高齢者世帯など必要な家庭への収集の支援をしてください。

また、低所得世帯へは伐採・収集費用の助成をしてください。 

 

⑦今後も”ゲリラ豪雪”が予想される中、今回の教訓を生か 

し、迅速な除雪体制の強化策をはじめ、灯油や食料など非常 

時の生活物資の確保、高齢者を孤立させないシステムの構築 

を講じてください。 

 

雪 害 対 策 に 万 全 を   
―町長へ要望―  

雪で損傷した家屋については、支援の対象になっていません。 

 そこで、新年度に予定されている住宅リフォーム助成制度が

活用できるよう、例えば、1 月にさかのぼって実施するよう要

望しました。 

⇒ 町長「議会との相談だ。」 

 

倒壊したハウスを調査 

シリーズ 同和問題を考える 
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 同和問題(部落問題)が解決された状態とは、どういう状態をいうのでしょうか。その

指標があります。全国部落解放運動連合会（現「全国地域人権運動総連合」）が２５年

前に示した４つの指標です。 

「差別がある限り同和対策事業は続ける」と行政は言います。差別落書き・発言が一つでも表に

出れば差別があることになります。日本国民全員が誤った認識や偏見を払拭しなければ部落解放と

は言えないのでしょうか。これではエンドレスになりかねず、いつまでも「部落」と「部落外」と

いう対立的構図が続くことになります。つまり、同和問題の解決はあり得ないことになります。 
上記の４つの指標を考えるなら、社会問題としての部落問題は基本的に解決しているといえます。 


